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1.は じめ に

おはようございます。本 日は、足元の悪い中お越しいただき、誠にありがとうございます。

心より御礼申し上げます。

創価教育研究センター長の神立でございます。 どうぞよろしくお願いします。私は夏季大学

講座をずっとここ15年 ぐらい担当してお りますが、今回ほど緊張して望んだことはありません

でした。それはとりもなおさず、講義のテーマに原因があ ります。大変な題名をつけてしまい

ました。皆 さんのご期待に沿えるようなお話ができるのかどうなのか、ということで、この1

週間、悶々 と致 してお りました。

今 日のテーマは、「創価大学における池田研究の現状と課題」ですが、もうこのテーマを見た

だけで批判が出てお りまして(笑)。 「なぜ、お前が池田研究をするのか」 とか、あるいは、あ

るご婦人からは 「池田先生に課題はあるのか。課題はないだろ う。なぜ、お前は課題を突きつ

けるのか」 と(爆 笑)。

まず、言い訳から入 ります(笑)。 創価教育研究センターは、2000年11H16日 に開設されまし

た。 この日は、ちょうど50年前の1950(昭 和25)年 に、戸田先生と池田先生が日大の学生食堂

で 「大学をっ くろう」 と、初めて 「大学の創立」のことを語った記念日なんですね。根拠はど

こにあるのかとい うと、『若き日の日記』に示されております。

一番初めに、私たちとしては池田研究をや りたかったんですね。 ところが、池田研究に至る

までの創価大学の歴史を考えると、これは牧 口先生、戸田先生の話 を抜きにはできない。そこ

で、牧 口先生の研究か ら少しずっ歩みを始めたわけなんですね。それで、去年、一昨年 と2回

にわたって、夏季大学講座におきましてご報告をさせていただきました。 ところが、去年の夏

季大学講座が終わってから、いろいろ変化がございました。

まず、一番大きな変化とい うのは、10月29日 に創立者の池田先生が私たちのセンターを初め

て訪問してくださいました。私たちが集めて参 りました資料類などを全部見ていただきました。

整理が行き届いてお らず雑然 とした箇所など、見ていただきたくないところまで見られた とい

う点もございますが(笑)。 その時に、「私たちとしては池田研究が主たる目的なんです。そろ

そろ始めさせていただいてもよろしいで しょうか」 とお伺いいたしました。皆さんご存知のよ

うに、中国の色々な大学では、池田先生の研究が始まっています。「海外ではそ うい う研究が始

まっているのに、日本ではどうなのか。特に、創価大学で創立者の研究をしていないのは どう

い うことか」ということを考え合わせます と、始めなければ駄 目だなと思っていたからです。

しかし、実はこの研究を始めるのは恐いんですね。並みのエネルギーではできない。お一人お

一人に取材 とかお話を聞きに行きます と、池 田先生 とのた くさんの思い出があるんですよ。そ

の人的なつながりというのは、計 り知れないわけです。その中には、「自分は池 田先生のことが

分かっているんだ」とおっしゃる方もいるわけで、それはその通 りだと思うんです。「その中で

KoichiKandachi(創 価 大 学経 済 学 部 教授/セ ン ター 長)
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何をしようか。 どういうふうに進めていったらいいのだろ う」とい うことにぶっかりま した。

「何をやっても研究になるだろうけれ ども、何からやろうか。 このままやらずに済ますことも

できるけれ ど、や らずに済ます とどうなってしま うのだろ う」とい う状況でした。こ うした中

で、先生から 「やっていいよ。 どんどん進めたらどうだ」 とポンと肩を押 していただいたよう

な状況になりました。 しかし実態 としては、研究をどう進めるのか、という目論見が全くなか

ったわけです。その後、センターの教員、あるいは、職員の方々と共にまず手始めに自分たち

のできるところからやろう、ということで始めました。

1つ は本日も、池田記念講堂の1階 で、創立者の翻訳書籍の 「1300冊展」とい うのを行って

います。何らかの形で科学的な裏づけ、っま り、実証が伴わない と研究になりません。感覚的

に創立者はす ごいんだ とい うのは簡単なわけですが、「どうすごいのか」とい う話になると説明

が難 しいわけです。「す ごい」 「立派だ」「偉大だ」に対 して、「なにが」 と言われた時に、創立

者は偉大なんですけれども、「どう偉大なんだ」とい うことがやはり科学的に裏付けされなけれ

ばならないだろう。それは学問的な、研究的な部分からそ うなってまい ります。

そこで、まず単純なことですが、この研究において 「創立者のことをどう呼ぼ うか」 「池田

先生のことをどう言えばいいのか」とい うことで悩みました。牧口先生はもう亡くなられて半

世紀以上経っていますので、研究対象になっているんですね。研究対象になると、「先生」はっ

かないんです。 「先生」 とい うと、 自分にとっての 「先生」ですか ら、個人的な所有物になる。

「先生」と呼べる人だけが研究していいとい うような、綾小化 された形になりかねない。従っ

て、牧 口先生のことを研究している、あ りとあらゆる人たちは、「『牧 口』 という形で、論文を

書くにせ よ、話をするにせ よ、そのようにやろうね。そうしないとみんなのものにならないよ

ね。共有化できないじゃない」という話から始ま りました。戸田先生のことも同様に 「戸田」

と呼ぶ ことにしました。

私の母親に聞きます と、「私は3歳 の時に戸田先生から頭 をなでられた」と(大 爆笑)。 それ

が私の母親にいわせます と生きがいになってきた。頑張る要因だったと言ってお ります(大 爆

笑)。戸田先生のことは、当然ながら尊敬 し、偉大な先生だと思っておりますが、呼称自体は 「戸

田」 とい う形で研究対象 としてまい りました。

問題はやはり池田先生です。「池 田」と呼ぶ と、「お前、何様だ!」 と批判があった り(大 爆

笑)。そこで、みんなと議論 したんです。「『池田』と呼ぶのはちょっときっいそ」と。でも、こ

のタイ トルには 「池田研究」とつけてしまっているんですが、「研究」とっいていることで救わ

れているわけです(笑)。 「池田先生」 と呼ぶのか、それ とも 「創立者」 とい う呼び方でい くの

か。「創立者」と呼ぶと、創価大学生以外に創立者のことを 「自分たちの創立者だ」と呼べない

わけで しょう。創価大学 と創価学園の出身者、あるいは、生徒さんたちだけですよね。これは

少 しタ委小化されている。世界の池田博士がそんなことでは困ると。非常に悩みました。結論は

出てお りません。いまのところは各個人に任せよう、とい う話になってお ります。本来的に池

田先生の研究がもう少 し深まっていくと、おそらく、「池田」とい う形になっていくと思います。

しかし、研究対象 としては正直、非常に難しいんです。何に手をっけても、池田先生が 「私は

そ う思ってないよ」と言われたら、それでお しまいですから(笑)。

いずれにしても研究していこうとい うことで、もう一っ始めたことがあ ります。私たちの創

価教育研究センターで出 している 「紀要」というものがあ ります。「紀要」というのは、それぞ

れの研究機関に所属した研究者たちが、自分の研究成果を発表する場であります。その紀要『創

価教育研究』が今年で第3号 なんです。これは今年の3Hに 出ました。そこで、私が巻頭言で
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「池 田研究への新たな地平」というのを書きました。今 目もそれの1っ の話題になると思 うん

ですが、やろうとしたことは、とにかく、池 田先生の活動にはあ りとあらゆることがあります。

例えば、「平和」「文化」「教育」「人権」「芸術」などです。これだけ広範囲に及んでいます と、

どこから手をつければいいのかということになります。そこでまずは研究として 「池 田先生と

はどういう存在なのか」ということを大枠的にっかみたい。池田先生は、少年時代 を戦時中に

過ごし、その中で悶々と悩みながら、いろんなことをやりながら青年時代を送 り、現在の思い、

思想 に至っているわけです。現在のお考 えや行動が、生まれたときからずっと続いていると言

うことではない。当然、その過程では牧口先生からの伝統や、その多くは戸田先生から受け継

がれたものであることは想像がっくわけです。こうい う言い方をするのは大変失礼なんですけ

れ ども、全 く違った姿 とい うか人間に、がらっと変わった時があるんじゃないか。 これはおそ

らく、牧口先生、戸田先生も同じだと思 うんです。そ うじゃないと、なかなか説明がっかない

んです。そこで私 自身、原点に戻って考えてみようと思い、池田先生の書物をいくつか読み直

してみたんですが、やはり、一番合致するのは小説 『人間革命』の 「はじめに」の一節です。

「一人の人間における偉大な人間革命 は、やがて一国の宿命の転換をも成し遂げ、さらに全人

類の宿命の転換をも可能にする」と。つま り、池田先生ご自身が 「『どのように人間革命 をされ

てきたのか』 という足跡を追いかけよう。それにまっわる資料をきちっと集めて、さらに我々

がやった研究の上に、いろんな方々に研究をしていただ く。そうい うことをきちんとしておこ

う」と。こ ういうような発想で池田研究が始まりました。

従って、今 日は少なくとも結論はでません。当たり前ですけれ ども。結論が出て、「こうだ!」

とは言えませんので。逆に言えば、結論が出てしまっている。「池田先生は偉大な人だ」と。け

れども、そこのところを少しずつ丹念に追いかけてみること。それは、私だけではなく、ここ

にいる皆さん方の仕事になっていくと思います。創価大学に関係す る者 としては、これをやら

ざるを得ないだろ う。

私自身、まもなく50歳 になるんですね。定年まで、あと20年 しかない。この20年 間で、どこ

まで研究ができるのか。20年程度で何ができるのか。それを踏まえっつ、今 日は中間報告を発

表させていただきたく思っております。

2.大 学における創立者研究

(1)諸 大学における創立者研究の具体的現状

まず始めに 「大学における創立者研究」 とは一体 どうい うものなのかにっいてお話をしたい

と思います。

大学 といいましても、「国立大学」には創立者がいませんね。これは 「国のための大学」で

すから、特別な創立者がいません。ですから、ある種、思想性 とい うのはあってないに等しい。

あるとすれば、「国家をどう守るのか」「国家のシステムをどう維持、継続させてい くのか。そ

のための官僚をつくる」ということ。それが、国立大学での主たる目的 とな ります。従って、

東京大学は国立大学の最高峰ですけれ ども、ここの大学は、私たちから見ると 「国家官僚の養

成機関」である。東京大学で最 も優秀な方は、例えば、今の財務省に入るとか、あるいは、外

務省 に入るとか、ランクが決まっているようです。そういう形で官僚が輩出されております。

それはそれで必要なのかもしれません。

ただし、いつも創立者をはじめ、皆 さんがおっしゃつていますが、「私立大学」というのは、

あくまで特色があるわけであ ります。その思想1生といいますか、その特色はどこにあるのかと
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い うと、明らかにその大学の 「建学の理念」・「創立者の思想」であり、大学を創った 「目的」

ですね。これがはっき りと示されていること、それが一番の特徴になります。そこで、い くっ

か代表的な私立大学、特に創立者が明確になっている大学にっいて考えてみましょう。

1つ 目に、「慶磨義塾大学」です。この大学の創立者は、皆さんご存じの通 り福澤諭吉であ

ります。慶磨大学出身者の方は、「福澤先生」 と呼んでお られます。 「慶慮義塾福澤研究センタ

ー」とい うのが、1983年 の段階ですでに開設 されているんですね。慶磨大学は非常に大きな大

学で、キャンパスがいくつかに別れております。港区の三田にキャンパスがあった り、日吉や、

最近ではちょっと大学の業界では有名になっている藤沢キャンパス。その中で、慶鷹義塾大学

を象徴するのはどこかとい うと、やはり三田のキャンパスになろ うかと思います。そこには古

い旧図書館、東門のところにありますが、なかなか良い図書館です。ここで、「慶鷹義塾の中で

何万、何十万 という若人が勉強 していたんだな」と感 じさせるところであります。その図書館

の中に、「慶磨義塾福澤研究センター」(旧研究所)が 開設 されました。もともと 「慶慮義塾福

澤研究センタ・一一一L」になる前に、1951(昭 和26)年 の段階で、すでに慶慮義塾は創立100年 ですの

で、『100年史』 というのを作っています。大学の100年 の歴史をま とめたものです。その 『100

年史』を編集 したのが 「塾史編纂所」。そこに塾史の資料室があって、その資料室で集 められた

資料をまとめた形でこのセンターが作られた とい うことです。この慶磨義塾福澤研究センター

は、ありとあらゆる学部、それから高校 ・中学校 ・小学校 ・幼稚園がありますけれども、そう

い う学校の壁をこえた全塾的な共同研究機関。こうい う意味づけをしてお ります。これは私た

ちにとって、創価教育研究センターを開設する際に、非常に参考になりました。ただ、私たち

の場合は、キャンパスも離れてお りまして、高校 ・中学校は関西にもありますし、これをどう

一緒にするのかが難 しいんですね。そこでとりあえず、私たちは創価教育研究センターとい う

形で出発をしました。創価学園では 「創価教育研究所」とい うのをつ くっています。こちらは、

創価教育の実践方法を研究しているようです。

この慶慮義塾福澤研究センターに匹敵するものが、早稲 田大学です。早稲 田大学の創立者は

大隈重信で、彼のことを 「大学史資料センター」とい うところでま とめてお ります。私も見に

行きましたが、大隈が暗殺された時に着ていたマントとかが残っているんですね。資料センタ

ーとしては非常に充実 してお ります
。写真資料から始まって、早稲田大学を卒業した卒業者の

名簿が全部残 っていま した。それから、早稲 田大学で教鞭を取ったことのある教員のリス トや、

大隈関係 にっきましては、とにかく写真が残っていました。写真とい うのは 「いっ ・どこで ・

だれが ・どうい う形で撮ったのか」とい うことになるとす ごく難しい。写っている人の名前も

分からない。それを早稲田大学の大学史資料センターでは追いかけていると言ってお りました。

膨大な資料が残ってお ります。早稲田大学のおもしろいところは、調査研究の成果を実際に授

業の中で学生たちに聞かせているんですね。つま り、「早稲 田大学 とい うのは、こうい う目的で

っくられて、こうい う歴史を経て、今こういうふうになっているんだ」と。早稲田大学の歴史

を、1年 生の時から教えているそうです。私は意外だったのですが、この授業は好評だそうで

す。学生たちは 「自分の学んでいる大学がどういうものなのか」どいうことを知ることが非常

に新鮮なようで、自分の同一性、アイデンティティというものでしょうか、これを確認するの

に一番いいみたいです。また、政治家が結構多いようなので、講演会をやったりするという話

を聞いております。

それから、関西にある同志社大学です。創立者は新島裏です。新島の遺品庫資料とい うもの

がありまして、ここにも大学史のセンターがあります。同志社大学には 「同志社社史資料セン
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ター」があるんですね。このような名前をつけて、新島に関する資料を集めているそ うです。

ただ、今はまだ公開にいたっておらず、整理を進めている段階だそうです。

それか ら、立教大学ですけれども、同志社大学、立教大学 とな ります と、完全にキリス ト教

の思想が根底にあります。特に、立教大学 とい うのは牧師がたてた大学なんです。アメリカ聖

公会の宣教師、チャニング ・ムーア ・ウィリアムズ主教が日本に渡ってきて、立教大学をたて

たとい うことなんです。立教大学は正式には 「立教学院」とい うんですね。「学院史」とい うの

を今、作っているようです。『立教学院設立沿革誌』『立教学院85年 史』『立教学院100年 史』、そ

して最終的に、『立教学院125年 史』 とい うのを作っているんですね。その過程で集められた資

料を 「立教学院史資料センター」に入れているということです。

明治大学ですけれども、3人 の方々が創立者だとされてお ります。岸本辰雄 ・宮城浩蔵 ・矢

代操の3人 です。明治大学の前身は 「明治法律学校」です。3人 は司法省の法学校に在学 して

いて、お互いに非常に仲が良かった。それで3人 が話 し合って 「法律を学ぶ学校をっ くろう」

とい うことで、明治大学は始まったということです。明治大学は2001年 の段階で創立120周 年を

迎えています。その120周 年に合わせて、いろんな資料の収集をしているそうです。

法政大学の創立者は金丸鉄 ・伊藤修の2人 です。法政大学も法律の学校から始まってお りま

す。法政大学の前身は 「東京法学社」だそ うです。1880年4月 に設立されています。 この大学

も120周年を超えております。

このように、私立大学は創立者をいただきなが ら、それぞれの目的に向かって学校運営がな

されているわけですね。これを考えていきます と、創価大学もおちおちしてい られない。創価

大学は1971年 開学です。やっと30年ちょっと。もう少 しで35年 とい うことで、創大門や新体育

館の建設 とい うことで夢は広がってお ります。 しかしなが ら、歴史 を残す とい う作業は地味で

もありまして、特に資料 を集めるとい うことがなかなか進んでおりません。ちょっと焦ってお

ります。私の友人たちを含め、創価大学の関係者 というのは、いつも前向きなんですね。過去

を振 り返るようなことをあまりしないんですね(笑)。 いっも忙 しい。ゆっくり過去のことを緒

くことがないわけで。私たちだけ後を振 り向いているわけですね(笑)。 丹念に資料を集めてお

かないと、とんでもないことになるなと思っております。徐々に私たちも、まず大学史とい う

観点で資料が必要ですので集め始めました。創立1971年 の頃からの学生がっ くった冊子とかビ

ラとかなどを極力集めようとしています。でも、ビラなんかは残 っていないんですね。 ごくわ

ずかなものを何 とかかき集めて。大学の中に残 っているゴミみたいなものを集めるのが私たち

の仕事になっているようなものです(笑)。 そこで、創価大学創立50周 年の2021年 までには何 と

か 『50年史』 とい うものは出せないかなと。その時に照準を合わせて、創立者の研究もやって

い くべきだろうと。このような計画を立てっっあります。しか し、具体的には進んでいません。

日本における創立者研究にっいて申し上げましたが、当然、世界各国にも大学があるわけで

す。教育学部に坂本辰朗教授がい らっしゃいまして、坂本先生はアメリカが専門であります。

今、坂本先生にお願い致しまして、「アメリカ合衆国における大学の創立者研究の動向」のよう

なものを追いかけてもらっています。意外だったんですけれ ども、アメリカにおける大学の創

立者研究の数 自体は多くないんですね。アメ リカの歴史に関する基本的な考え方といいますか、

研究の基本スタイルとい うのが 「グレー ト・マン ・セオリー」、「偉大な人間の理論」つま り、

「偉大な人がいるんだ!」 というところに置かないようにしているようです。そうい う歴史の

綴 り方がどうも受け入れられないそうです。だから、創立者 を特別扱いするということをあま

りしないようなんですね。それが特徴です。
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ただ、全 くないとい うことではない。特定のタイプの大学の中には、創立者研究を行ってい

るところがあります。それはどういう大学かとい うと、大枠にします と3っ あります。1っ 目

はカ トリック系の大学。いわゆる、宗教 を基盤 とし、宗教 を前面に押し出している大学です。

2っ 目は女性の大学、女子大学。3っ 目はアフリカ系アメリカ人の大学。それらの大学に創立

者研究が集中しているというのが、現段階でのアメリカにおける創立者研究だそうです。いろ

いろと問題点がありますが、私たちは坂本先生を中心に 「世界各地の大学における創立者研究

がどうい う状況なのか」 ということを知っていこうと思ってお ります。 これ も今、始まったば

かりです。模索の状態です。

(2)創 立者研究の意味

さて、次に 「創立者研究の意味」 とい うことになります。大学に身を置 く者 として、これは

非常に難 しい。私立大学の特色は先にもふれましたように、基本的に 「建学の精神 ・理念」に

あるわけです。「いかに建学の精神 と理念を実現化 していくのか」とい うことが主たる目的 とな

ります。先程少し紹介した早稲田大学での一例ですが、「自らが帰属する大学 との一体感→大学

史の重要性」のために、「共通基礎科 目として、新入生が自らの大学の歴史を学ぶ講座 が開設」

されています。「共通基礎科 目」とい うのは、旧システムの 「教養課程」「教養科 目」 というの

で しょうか、誰もが取 らなければならない科 目。これが今、大学では 「共通基礎科 目」 という

名前になっています。その中の1つ に、「大学の歴史」を語る講座があって、そこで 「建学の精

神 ・理念」を大学に所属している学生たちにきちんと理解させる、とい うことをやっています。

これにっいては、私たちも一生懸命考えてきました。今、創価大学でやっていることは、「共

通基礎科則 の中で、例えば、「人間教育論」とい う講座を設けまして、学長 をはじめ、大学の

首脳がそこで講義をする。その講義の中で、創立者が示された 「建学の精神 ・理念」を考えよ

うとい う講座があ ります。その講座は、創価大学でもかなり多くの学生が受講 してお ります。

それか らもう1っ に、「共通基礎科 目」の中にゼ ミというものを設けてお ります。 このゼ ミ

とい うのは、少人数で教員を中心にしなが ら、いろいろな議論 をする授業形態です。その授業

では、創立者のさまざまな対談集を教材にしながら勉強 し合 うとい うことをやってきています。

創立者が創価大学の諸行事において講演されたものをまとめた 『創立者の語らい』 とい う本

があります。この中でも伝統的に学習されてきた講演が3っ あ ります。

1っ 目は、創立者が初めて創価大学で学生にされた講演であ ります。1973年4Hの 第3回 入

学式で、「創造的人間たれ」とい う題名の講演をされました。2つ 目は、その年の夏に滝山祭で

記念講演をされています。これが 「スコラ哲学 と現代文明」とい うものです。そして3つ 目が、

第4回 入学式での講演 「創造的生命の開花を」であ ります。今の学生たちは、これ ら3つ の講

演をまとめて、いっの頃からか 「草創三部作」 と呼び、それを伝統的に勉強しているんです。

この草創三部作を教材 にしてゼ ミをやっている先生がいます。その中で、「建学の精神 とは何か。

創立者の理念とは何か」をそれぞれ勉強 しあっています。草創三部作とい うのは、「池 田先生が

何のために大学をっくったのか」、あるいは、「池田先生の考えている大学像 ・大学論」な どが

余すところなく語られていると、私たちは感 じております。そこで、「なぜ、私が大学をっくら

なければならなかったのか。そして私とともに君たちよ。若き創立者 として、この大学をっく

っていってくれたまえ」とい う論調なんですね。それにっいて去年、実は創価教育研究センタ

ーでも研究をしまして、「草創三部作を読む」とい う連続講演会をや りました。その講演 も 「紀

要」に載せました。それが、学生が学ぶために参考になるとい うことで、その部分だけを抜き、
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小冊子にしました。草創三部作の勉強は今後も続けていかなければならないなと思ってお りま

す。

草創三部作の内容は、池田先生の若き 日の考えと合致すると思います。なるほど、若い頃か

ら考え方が変わっていないなと。基本的なものが若い段階でできているんじゃないかな、とい

うことを感 じます。っまり、池 田先生がおっしゃっていることは一貫しているんですね。それ

がよく分かってきます。だから、池 田先生の様々な講演も一貫していると思います。切 り口と

か角度が違 うだけで、根底的なところは一緒ではないかなとい うことが分か り始めました。そ

れ以降、第5回 入学式、第6回 入学式でも、池田先生は講演をされているんですね。夏季大学

講座でも一度、講演をされています。

このように、池田先生はさまざまな講演をされているにも関わらず、学生は草創三部作を勉

強 しているんですね。その中に散 りばめられている池田先生の思い といいますか、理念 といい

ますか、そこに建学の精神が如実に現れていると、学生諸君が感 じているんだろ うと推測 して

います。

ただし、問題は、「創立者」 というと創価大学をっ くったとい う意味だけになって しまいま

すので、「池田研究」という視点からします と、すでにお話 し申し上げたように、やや媛小化 し

てしまいます。それだけではなく、もっと広 く哲学者、宗教家、文学者、教育者 として語 られ

るべきだろう。そ うすると、創立者 とい う枠組みの中では捉えられず、これは丹念に資料 を追

いかけない といけないんですね。これは大変なんですよ。 どこにどうい う資料があるのか分か

らないんです。誰も全容を把握 していないし、把握できない。その ぐらいすごい量なんですね。

聖教新聞社の資料室の先輩方にもお聞きしたのですが、資料はあるにはある。けれ ども、これ

で全てだとは言えない。そういうことになると、どこにどうい う資料があるのか。おそらく、

全日本に散 らばっていると思 うんです よ。例えば、池田先生が書かれた揮毫があります。 これ

は何点ぐらいあるんでしょうか。全然分からない。想像がっきません。今、大学の中にある池

田先生の揮毫を集めています。それだけでもまだ集 りきっていません。このような状態にも関

わらず、全国を探し回るとい うことは、創価教育研究センターのスタッフだけではできません。

今日、ここにいらっしゃる皆さん方で一致団結してやるしかない(笑)。

とにかく、や らないといけないことはたくさんあるんです。そこでまずは、足元から手をっ

けようということで始められたのが、「池 田先生の生涯」です。それを丹念に追いかけています。

ただし、これは研究ですので、感情的に言ってもだめですね。 「誰が読んでも納得がいく」「誰

がその跡を追いかけても同じ結論が出る」「池田先生をよく思 う人や悪く思 う人もいる。批判や

称讃もある。しかし、どちらの側から追いかけてもその資料を見ると、そう言わざるを得ない。

こうい う資料をきっちと揃えたい」 とい うのが、私たちの基本的なスタンスです。

3.池 田研究の研究史的概観

(1)池 田研究の傾向性

では、3番 目に入 ります。それは日本の中で、これまで池田先生について、どのような研究

がなされてきたのか、 とい うことを見てみようということです。それで、まず始めに挙げたの

が、宗教学者の島田裕巳著 『創価学会』であ ります。今年、新潮新書か ら出た本です。皆さん

はお好きではないでしょうが(笑)。 しかし、研究としては読まない といけないので、私も読み

ました。中立的に書かれたものといえると思います。ただ間違いが若干あります。島田さんが
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使っている引用文献があるんですね。それは創価学会が出しているものなんですが、引用され

ている内容それ自体が間違っているんですね。っま り、創価学会が出している本の内容で間違

っているところがあるということなんです。研究が進んでくると、そ うした点も是正 されてく

るとい うことの証左です。

私は去年、一昨年 と牧 口研究のことでご報告 させていただいたんですが、やはり少 し間違 っ

ているところがある。例えば、牧 口先生はもともと、「渡辺家」で生まれその後に養子に行 く。

養子に行った先は、自分の 「お父 さんの妹、っま り、おばさん」のところなんです。今までの

『評伝 ・牧口常三郎』を読みますと、「お父 さんのお姉 さん」となっているんです。そのような

違いです。大きな問題ではないんです よ。ほんの些細な問題です。その程度なら別に良いじゃ

ないか、とい う人もおります。 しかし、研究者 とい うのは1つ 間違っていると何 も信用 しない

とい う人種でありまして。「間違ったことが書いてあると、別のところも間違っているんじゃな

いか」と疑い深いんですよ。成仏 しませんよね(大 爆笑)。

島田さんは、これまでの創価学会の研究を概観 して 「創価学会のスキャンダルを暴 こうとす

るもので、客観的な立場から創価学会についての情報を提供するものにはなっていない」と書

かれている。っまり、今までの創価学会研究とい うのは、週刊誌のように事件的なことを暴く

ものが多く、客観的な立場ではない。 どちらかと言えば、悪 く書いて足を引っ張ってやろ うと

い うもの。そして、「中立的な立場か ら書かれた書物は手近に存在 しない」。つまり、宗教学者

である島田さんが、日本で最大の宗教団体である創価学会 を研究しようとする時に、過去の創

価学会研究を見ると、「学問的に研究するような中身になっていないじゃないか」と。このよう

なことを言っているんです。「だから、自分 としては中立的な、客観的な立場で創価学会のこと

を語 りたい」 とい うことで書かれた本です。むろん、批判的なことも書いてあります。簡単に

言 うと、「資料が出てこないのは創価学会が1つ の集団とな り、外に出さないようにしているん

じゃないか。このように疑われて仕方がない」。全然そ うい うことはないんですが。ただし、彼

の認識ではやはり、「今まで研究されてきたことがない」とい うふ うに受け取れます。評価はそ

れぞれですよ。「創価学会が日本の歴史の中で、どうい う位置づけがされるのか」という観点か

らも書いているんです。その評価の仕方や考 え方は、学者ですから、物の見方ですから、私は

どのように見てもいいと思っているんです。それをこっちで批判すればいいわけですから。

いっも私はお話しているんですが、創価学会 とい うのは非常におもしろいんですよ。 日本の

歴史の中でありえない集団ですね。皆が喜んで、自らが手弁当でやっている集団はない。喜ん

でやっているように見えて、その反面、不満 とか疑問とかたくさんあったり(大 爆笑)。それで

も頑張れるというのがすごい集団だなと。 目本全国、どこへ行っても同じですから。そして、

ご婦人が元気である(笑)。 それはおそ らく、今後少なからず、いろいろな学者の研究対象 にな

ります。宗教学者、社会学者、文化人類学者 とか。私たちが標本になっちゃいます(大 爆笑)。

(2)日 本における研究史

それで、島田さんは創価学会の研究はこれまで 「客観的な、中立的な立場で書かれていない」

と言っていますが、これは池田研究にも言えることです。今まで、その研究がきちっとされて

いない。どちらか とい うと、想像の中で書いているものが多いんですね。そこで、「池 田大作研

究関係書籍 目録」を作ってみま した(表1参 照)。このリス トは、私たちの研究に比較的、耐え

得る研究を並べたものです。早い時期では、!965年 に高瀬広居著 『人間革命 をめざす 池田大

作 その思想 と生き方』 とい う本が出されているんです。1965年 とい うのは、池田先生が会長
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に就任 してからわずか5年 ですね。その段階で注目されていることが分か ります。それか ら、

室伏高信著 『どんな目本をっ くろうとするのか 池田大作』があ ります。また、五島勉著 『現

代の英雄 日本が狭すぎる5人 の男』 という本はかな り読まれました。ちなみに他の4人 は、

三島由紀夫、小澤征爾、本田宗一郎、黒澤明です。それから、菊村到著 『小説 池 田大作』が

あります。かなりフィクシ ョンが入っています。まだ他にもあ ります。

そのリス トの真ん中に、ご本人が書かれた池 田大作著 『私の履歴書』があ りますね。 日本経

済新聞社から1975年 に出版 されています。 この本はご自身で書かれていますので、1っ の貴重

な資料 となります。

それから、吉村元佑著 『池田大作 平和への旅』が第7巻 まで出ています。これは吉村 さん

が、池 田先生にずっと随行 し、それぞれのところでどうい う方々との出会いがあったのかを丹

念に描いております。その他、最近、話題になった研究が、木村恵子著 『人間池田大作 私の

見た素顔』です。木村 さんは、アメリカで放映された 「人間池 田大作」とい う番組のプロデュ

ーサーです。創価学会員でもなくSGIメ ンバーでもない。その方が初めて池田先生と接触 し

て、「どうい う印象だったのか」ということが書かれてあります。テレビ番組ですから、マイク

を持っ人や線を持って走る人、クルーの方々がいます。そして、池田先生はクルーの方々に気

を配 られて、終わった時に 「あ りがとう」と頭 を下げられました。中には体格のいい方がいて、

池 田先生が 「何キロですか」と聞いた り(笑)。 皆がそれを見て喜んでいたというエ ピソー ドが

書いてあります。番組 もよくできていまして、「人間池田大作2」 というのもできたんですね。

これはちょうどテロが起きた2001年9月11目 の前に撮 り終わ りました。そして、その年の秋 か、

その翌年の春あたりに、カリフォルニアのケーブルテレビで、目本専門のチャンネルがあるん

ですね。そこで流 されました。内容は、「アメリカ創価大学がどのようにできたのか」とい う話

です。羽吹学長が池田先生を語るとい うものになってお ります。

最近の本では、中澤孝之著 『ゴルバチ ョフと池 田大作』ですね。中澤さんもいろんなところ

で講演 をされています。

以上、このリス トに挙げられた研究が、資料 としても使えるし、また研究としても残せるの

ではないかと思います。

(3)海 外における研究史

では、海外ではどうなのか。 これは、徐々に始まっているとしか言いようがありません。後

で紹介 しますが、中国関係の池 田研究は確実 に進んでおります。中国以外でどのくらいあるの

かとい うと、まとまったものは公表 されてお りません。ただし、翻訳書籍は日本人としては ト

ップクラスです。つま り、自分の書かれたものが外国語に翻訳 されて、その土地で出版 されて

いる。本年3月19目 の卒業式の時に、私たちのセンターで 「翻訳書籍展」を開催ました。その

時は1000冊 だった。 こういうことをやるとおもしろいんですね。情報を発信するところに情報

は集 ります。3月 の卒業式の時点でやっと1000冊 になったのが、実は昨日(8月28日)の 段階

で、合計1351冊 になったんです。っい最近、手に入ったのは、シリアで出版 されたアラビア語

のものでした。正式な出版社から出されていないものです。 この本が2冊 手に入 りました。 ど

のように入手したかとい うと、その 「翻訳書籍展」をご覧になったある方が、「自分が学生の時

に留学した国に池田先生の本が出ていたので、買わないといけないと思い、買いました。だけ

ど、!000冊 展を見たら、その言語がなかったので寄贈します」とい うことで、持ってきて下さ

ったんですね。
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また、池田先生にも卒業式の終了後にご覧になっていただきました。「よくこれだけ集めたね」

とおっしゃられていましたね。それから、英語版の 『人間革命』は、三吉悌吉画伯の書いた挿

絵が表紙になっているんですね。池田先生はその前に立ち止まって、「懐かしいね」とおっしゃ

っていました。

また、まとまった研究はどうい う所で行われているかというと、これはなかなかないんです。

デンマークのある研究会では始まっています。実際に、『創価教育研究紀要 第3号 』の中で、

水元先生の書かれた 「第4回 入学式創立者講演 『創造的生命の開花 を』を読む」があるんです

が、「これを翻訳させてくれ」とい う要請がきた りしています。少しずっ、私たちの仕事が世界

の中で目にとまるようになっています。これは喜ばしいことなんですが、あまり要請があって

も困るなと。私たちには日常の研究活動があって、なかなか対応ができないんですね。セ ンタ

ーに所属している研究員は皆、兼任なんです よ。私は経済学部で授業をや りながら研究 してい

る。私には 「江戸時代の経済」についてのテーマもある。その論文を書かないといけない。そ

れと共に、池田先生の研究 もしたい。他の先生方もそ うなんです。だか ら、「何 とか専任になり

ませんか」とお願いしているんです。 しかし、なかなか上手くいかないんですね。学長や理事

長は 「創価大学のために頑張ってくれ」と激励 して下さるんですが(笑)。 また、職員が2人 し

かいない。後、アルバイ トのメンバーが非常に頑張ってくれています。大学院生の方々です。

大学院生が私たちの後継者 として育ってい くことを期待 しながら、私たちも必死になってやっ

ております。これが現状です。池田研究はまだ始まったばかりです。

4.創 立者 の人生 について

(1)幼 少期から青年期

では、創立者の人生にっいて少 しずっお話 していこうと思います。皆さん、ご存知のことと

思いますが、一緒に振 り返っていきたい と思います。池田研究の具体的なものの1つ 淋、池田

先生の人生を追いかけることなので、それを少 しご紹介 していきたいと思います。

まず、お生まれは1928(昭 和3)年1月2目 です。場所は、東京都荏原郡大森町字新井183
ね の き ち いち

番地。現在の大田区大森北2丁 目にあたります。お父様は子之吉で41歳 の時、お母様は一で33

歳の時に生まれました。8人 兄弟の5番 目です。兄4人 、弟2人 、妹1人 です。「大作」なんで

すけれ ども、「太 く大きく丈夫に育ってもらいたい」 という願いが込められて、初めは 「太作」

でした。後に改名 されて、現在の 「大作」となりました。戸田先生の名前も、「戸田甚吉」から

「戸田城外」、最後に 「戸田城聖」 と。牧 口先生も 「渡辺長七」から 「牧口長七」、そして 「牧

口常三郎」と。こうした 「改名」は当時のものの考え方からすれば、ごく当たり前のことで、

珍 しいことではあ りません。

お生まれになったお宅の職業は、浅草海苔の元祖 と呼ばれる海苔製造業です。冬は海苔作 り

で、春から秋 にかけては畑作をしていた。お聞きすると、池田先生の大好物の1つ は海苔の佃

煮のようです。非常に庶民的ですね。一時は、池 田家は付近でも屈指の海苔業を営んでいたん

ですね。ところが、池 田先生がお生まれになる前のことですが、関東大震災があります。 この

震災による被害によって、屈指の海苔業が徐々に傾いていった。その段階で、昭和3年 に池 田

先生はお生まれになりました。ですから、お宅のお仕事が順調な時にお生まれになったわけで

はないとい うところに、1っ の出発点があ ります。

お父様の子之吉は、「強情様」と呼ばれていた。池田先生の書かれた 『私の履歴書』に次のよ

うにあ ります。「頑固の裏に、馬鹿正直な生一本が貫かれていて、結局は人の良い父であった」
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と(『私の履歴書』13頁)。 だから、近所では頑固者で通っているけれ ども、結局は人が良 くて

騙され易い。典型的な江戸っ子のタイプですね。確かに、池田先生は江戸っ子なんですね。よ

く言いますけれども、「はひふへほ」がはっきりしない。 「さしすせそ」になってしま う(笑)。

だから、創価中学 ・創価高校の入学式の池田先生の話で、「白い空」と述べ られた。実は、池田

先生は 「広い空」と仰 っているんですね(笑)。 しかし 「白い空」 と聞こえて、「何が白いんだ

ろう?」 と考え込んだ中学生がいるんです(大 爆笑)。 お母様の一は、「頑固一徹なお父様に懸

命 に仕えて、男7人 女1人 の8人 の子を抱え、その上、親類の子2人 を引き取っていた」 と。

「いっも達者で、まず しさなどには挫けなかった。強い女性であった」(『私の履歴書』20頁)

とい うお母様なんですね。お母様については、池田先生も時々語られています。詩も書かれて

いますね。私が印象に残っているお話では、池田先生は非常に綺麗好きです。きちんと整理 さ

れていない と嫌なんですね。なぜ、そこまで綺麗好きなのか とい うことが分からなかったんで

すが、「私が綺麗好きなのは、母親が綺麗好きだったからだ」とおっしゃられていました。お母

様は非常に綺麗好きで、朝きちっと掃除をされて、そして食事をしていたそうです。

1930(昭 和5)年 、2歳 の時、生まれた大田区大森北2丁 目か ら糀谷に引っ越 しています。

現在の大田区東糀谷5丁 目に移転しました。

それから、1933(昭 和8)年 、5歳 の時です。これは尋常小学校にそろそろ入学するとい う

年齢になっていくんですが、入学の直前に、突然高熱を出して寝込んで しま うんですね。 これ

は肺炎 と診断されました。その時に、「母一は、庭の石榴を指して、『潮風 と砂地には弱いとい

うのに花を咲かせ、毎年実をっける。おまえも今は弱くとも、きっと丈夫になるんだよ』 と励

ました」と書かれていますね(『私の履歴書』25頁)。 その母親の励ましが非常に心強 く、頑張

ろうとする意欲にっながった とい うことを述べておられます。

1934(昭 和9)年 、6歳 の時です。羽田第二尋常小学校に入学 します。これは現在も跡が残

っておりまして、大田区立糀谷小学校 というところです。担任は手島先生です。この時の自分

の思い出として書かれているのは、「いたって平凡ではあったが、遊ぶ時には誰にも負けないほ

ど腕白な少年時代 を過 ごした」と。活字にはなっていませんが、いろんな遊びがお好きで、「面

子とかべ一ゴマをやった」 とおっしゃられていました。

1935(昭 和10)年 、7歳 の時です。担任が日置先生に変わります。この頃まで、池田先生は

何不自由なく、少年時代を過 ごしてきます。ただ、この頃から少し変化が生じてきます。まず、

お父様がリュウマチで寝込むようになります。そして、この後5年 間、仕事ができなくなる。

やむなく池田家は、海苔の製造業を縮小 します。規模縮小するのはいいんですが、裏を返せば

収入が減るとい うことです。これ以後、生活が苦しくなっていきました。それで、池田先生も

家業の海苔業を手伝い始める。7歳 の時からなんですね。それで、一番上のお兄様、長男 の喜
一さんも中学校を辞めて、野菜の行商に出るようになりました。っま り、少 しでも家の収入を

支えるために学校を辞めて働き出したとい うことです。お母様はこのような困難な中でも明る

く努めてお られた、とい うのが池 田先生の印象です。

もう1っ 大きなポイン トになるのが、1937(昭 和12)年9歳 の時に、長男が出征 してしまい

ます。戦争に行くわけですね。お父様が倒れて働き手がいない。なおかつ、お兄様が家計を支

えていたにも関わらず、戦争で兵隊に取 られてしまう。そ うい う状況でした。

それから、これは一番有名ですが、1938年 、10歳 の時、担任が檜山浩平先生に変わるんです

ね。5年 生 と6年 生の時にお世話になったのが、檜山先生なんですね。糀谷3丁 目の広い屋敷

を人手に渡 します。糀谷2丁 目に移転しました。更に、お兄さんが出征されたんですが、2番
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目のお兄 さん、3番 目のお兄さんの2人 が続々と出征 してしまいます。ご本人は5男 で、上に

お兄 さんが4人 いるんですが、4人 の うち3人 が戦争に行 ってしまいます。それで、生活はま

すます困窮 した。少 しでも家を助けようとす る気持ちから、本格的に家業を手伝 うようにな り

ました。ただし、この頃から、微熱 と咳に悩まされています。病気がちな 目々が続きました。

お父様 とお母様は非常に心配 され、いろいろな治療をされたそ うです。しかし、なかなか良く

ならなかったということです。この時、10歳の少年池田大作は何 を考えていたのか。『私の履歴

書』に次のように書かれています。「青少年時代の私の脳裏か ら、人間の生死の問題がいっ も去

ることがなかったのは、やはり、一貫して健康に優れなかったことと関係 しているようだ。寝

汗をびっしょりかいて、うなされながら 『人間は死んだらどうなるんだろ う』等と、今思えば

たわいないが、少年 らしく青 くささで考えたのは小学校のころであった」と(『私の履歴書』25

頁)。健康とい う面が、人間の1つ の考え方にどういう影響 を与えるのかとい うことが読み取れ

ます。この時のエ ピソー ドですが、池 田先生が笑いながらお話 されました。ある時、仮病を使

って休んだよ うです。そして、皆でわいわい言いながらベーゴマで遊んでいた。そしたら、突

然、檜山先生が家庭訪問に来ることになった(笑)。あわててお母 さんに布団を引いてもらって、

じっと寝ていた。檜山先生が来て、頭を触って、「もう治ったようだな」と言って帰られた(爆

笑)。 「あの時は本当に大変だった」と。しかし、「自分の家に先生が来てくれたというのが、自

分たちの家の大きな歴史の一っになっているんだよ」と言われました。「教師がいろんなお宅を

訪問するとい うのは、そのお宅にそれほどの歴史を作ることになるんだから、しっかりや りな

さい」 と。私 ども教員に対する激励ために、わざわざご自分のエ ピソー ドを使って話 されてお

りました。

11歳の時、小学校6年 生の頃ですね。この頃から池田先生は新聞配達 を始められたそうです。

「辛い仕事だった。病弱な体をなんとか丈夫にしたいと思っていた」し、それから 「出征中の

お兄 さんたちの分を少 しでも補って、家計を助けたい」 とい う思いで新聞配達を始めたようで

す。3年 間続けた。アルバイ ト料は月6円 だった。この頃の1日 について次のように書いてい

ます。「午前2時 に起床。海に出て、海苔貼りをした。午前4時 から朝刊の配達。その後、学校

へ行って、帰宅後に海苔を剥がして夕刊の配達。その夜は、海苔にっいたごみ取 りをした」 と

いう生活を繰 り返 していたとい うことです。その頃の夢は何であったか とい うと、「新聞記者か

雑誌記者」であった。文学青年 といいましょうか、そういう文学に対する造詣、興味がこの頃

から芽生えているんですね。 よく比較 されますけれ ども、初代牧 口先生は教育熱心であり、話

す よりも書 く方が得意だったそ うです。 ビラの裏に何でも書いていた。メモを貯めておいて、

1っ の本にまとめられた。戸田先生は牧 口先生 とは違って、事業が好きで、経済のことに非常

に熱心であった。牧 口先生が教育、戸田先生が経済、池田先生は文学と比較対照されます。そ

の芽生えが11歳 の時にあった。『私の履歴書』には、「私にはじっくり落ち着いて勉強できる環

境はついぞなかった。その代わ り、本を読むよう努力 した。人に負けないほど読んだと思って

いる。文筆を志したのも、読書が大きく預かっていよう」と書かれています。

創価大学には 「池田文庫」とい うのがありまして、池 田先生が若い頃から集められたもので

す。「これを学生さんたちに使 うように」とい うことで、中央図書館の一番上のほうに保管され

ています。あ りとあらゆる分野の本が入っています。それで、中には池 田先生が勉強 された書

き込みがあるんですね。 これは大切なものなので、横へ寄せて取ってあります。それはす さま

じい書き込みです。池 田先生は、赤鉛筆 を持って読まれるんですね。そして、大事なところに

赤でチェックしていくんですね。若い頃の読書量はす さまじいものがあったと思います。それ
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が11歳 の時から始まっているんです。

また、11歳 の時、「伊勢、奈良、京都など、関西の方面に4泊5日 の修学旅行」に行かれた

んですね。1泊 目に友達におごっちゃうんです。お小遣いを全て使い切ってしまう。それ を見

た担任の檜山先生が 「両親にお土産を買いなさい、と2円 のお小遣いを下さった」と。池 田先

生にとってこの思い出が忘れがたいものになるんですね。その後、檜山先生との交際がず っと

続いています。

昭和15年 、12歳 の時。3月 に羽田第二尋常学校 を卒業します。4Aに 中学校へ進みたかった
はぎなか

んですが、家の事情が許さない。羽田高等小学校、昭和16年 には萩 中国民学校に変わるんです

ね。当時の戦争が庶民生活 に段々押し寄せてくる時期ですから。高等小学校が国民学校へと変

わるんですね。その羽 田高等小学校へ進学します。

昭和16年 、13歳 の時。7月 に長男の喜一 さんが一度除隊して、家に戻 ります。それは非常に

心強かったそ うです。お兄さんは翌年の12月 に、再び出征 にな ります。先取 りすると、それで

帰らぬ人になっていくわけです。
はぎなか

14歳 の時です。萩中国民学校を卒業されま した。卒業 してす ぐ4月 に、3番 目のお兄 さん、

開造さんが勤めていた新潟鉄工所に入社 します。この新潟鉄工所を調べてみますと、当時の海

軍の艦船部門の一翼を担 う軍事工場だったそ うです。そういう軍事工場になったものですから、

その会社の中に青年学校が設けられるわけです。1目 の うちの半 目は、青年学校で各教科の勉

強をし、残 りは工場実習 とい うことで軍需製品の生産に携わるとい う生活ですね。実際には実

習の中で鋼だ とかハンマー、旋盤やフライス盤を使って鉄を切った りする作業をしてお りまし

た。その思い出が 『私の履歴書』に書いてあります。「モーターの音が工場内に響く。熱をもっ

て、赤く燃 えた鉄粉が飛び散 り、火傷の危険が付きまとう。油にまみれ、汗を流し、神経を鋭

く張 り詰めながら私は精一杯働き続けた。今想 うとき、当時身に付けた機械工作の基礎的技術

がどうい うわけか現在でも、人生を語る時に何かと役立って感謝している」(『私の履歴書』43

頁)と 。辛い仕事に対 しても感謝の念を持ち、無駄にしないとい う生き様がここに現われてい

ると思います。毎朝、定刻の1時 間前には出社 してお り、社内の掃除をしています。ただし、

この頃から悪性の肋膜炎が進行し、無理をしながら出勤を続けていた。

昭和19年 、16歳 になります と、4番 目のお兄 さん、清信さんが出征 します。つま り、昭和19

年の段階で、池田先生の上のお兄さんが全員、兵隊に行ってしまった。残されたのは自分だけ

である。以来、一家の面倒を1人 で見るようになる。ですから、昭和19年 以降、お兄さんが帰

ってくるまでは池田先生が一家を支えていくという状況になってい くわけです。青年学校の軍

事訓練中に血疾を吐いたり、当時、結核が相当進行 してお り、経済的に医師にかかる余裕もな

い。何をしていたのか とい うと、『健康相談』という雑誌があったそうです。その雑誌を頼 りに

治療に努めていたそうです。 しかし、高熱を出しながら過酷な労働をしていたので、病状はま

すます悪化 していった。止むを得ず、工場長にお願いをし、事務系の仕事に移させてもらった。

そうでないと仕事ができないぐらいに体がきつかったようですね。その中で、学徒動員で新潟

鉄工所に来ていた中学生5、6人 がいて、このメンバーで読書グループを作った。週2、3回

集ったそうです。この時に、白木文郎さんと親交を深めた。この白木 さんが奥様のお兄さんで、

この出会いが16歳 の時にあるんですね。文学についていろいろ話 し合っていたそ うです。

昭和20年 になります と、17歳 。3月 、東京方面への空襲が日を追って激 しくなり、糀谷2丁

目の家が強制疎開にな りました。馬込4丁 目のおばさんのお宅に!棟 建て増 しをしてもらって、

リヤカーで引越しを始める。3.月 に引越しを始めて、5月24日 にようやく引越 しを終えたんで
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すが、その日に空襲で焼け出されて しま う。結果、急ごしらえのバラック小屋に住むようにな

った。茨城県の鹿島にある結核療養所に入る予定で、一時軍事工場を休んで、 自宅で静養 して

いるんですが、入院の順番 を待たなくてはならない。その時に空襲にあったので、何もかもな

くなって しまい、療養所に入 るのを断念 した。その頃、医者か ら何 と言われていたか とい うと、

「26歳までは持たないだろ う」 と。池田先生はよく 「ここまで寿命 を延ばしてもらったんだ」

と言われますが、これは17歳 の時に 「余命10年 」と医者から通告 されているんです。もちろん、

身の回 りは戦争で何 もありませんし、そうい うなかで自分の命の先が読めてくるわけです よね。

「余命10年 」 とい うと、やは り若い時には深刻ですよね。その時の印象を次のように述べてい

ます。「戦争の無残 さは津波のように我が家を襲い、全てをめちゃくちゃにした。私はいっとは

なしに、戦争の無意味さを問い始めるようになっていた。何のための戦争か。戦争の悲惨さは

この五体に刻み込まれ、その体が戦争の告発へと向かっていった」。この戦争体験は、この当時、

17歳、18歳 の方々の印象 と、ほとんど一緒です。ですから、戦後まもなく、いろんな人が色々

なことを考え、ある人はキリス ト教に走 り、ある人は共産主義に走るという状況になっていき

ます。これは無理 もない話だと思います。特に、『きけわだっみの声』という学徒出陣をしてい

た人たちの文章を読みます と、かな り深刻ですね。例えば、精神論で 「神国日本である」「精神

さえ強ければ勝っんだ」と叫んでいる軍事教練の教員たちが、一体何をしていたのか。 自分は

楽をして、気に食わないことがあれば学徒出陣で出てきた若者を殴った り蹴った りと。「こんな

ことで日本が勝てるわけがない」と書いている人もいます。ですから、「正義」を語っている人

が何をしていたのか。当時、そうい う矛盾が段々と膨れ上がっていくんですね。その人の気持

ちにならないと、この時の状況を読み取れないんです。ですから、私たちは池田先生ご自身の

書かれたものだけでなく、できる限りその当時の資料を集めながら、その時代の状況を積み上

げていこうかなと思っています。これにっいてはいろんな研究があって、今後の課題になって

いくと思います。

ご存知のように、8H15日 は終戦を迎え、激動する世情の中で、「真実とは何か」「人間とは

何か」、そして、人生の真理を求めて悩む 目々が続いた。無性に勉強が した くなり、夜間の中学

校に行こうと考える。「ともかく、学校へ行こう。それ も、昼間の学校へ行くことなどは経済的

にとても余裕がない。私には残った男の子 として、家の生計をささやかではあるが支えていく

ことが不可欠であった。また、私は働きながら学ぶ学生の心も知 りたい気持ちもあった」。終戦

と共に、勤めていた新潟鉄工所が閉鎖 します。そして、現在の大田区下丸子にあった、東洋内

撚機 という会社に一時席を置きました。この時の様子が 『忘れえぬ出会い』の中で出て くるん

です。9月 は敗戦による食料不足のために、池田先生は千葉県幕張まで買出しに行くんですね。

その時に出会った買出し先の主婦が、池田先生の家庭事情や体の具合に温かい理解を示 してく

れた。それが心の中に残っていて、それを後年、『忘れえぬ出会い』で書いております。 「栗の

ようにほくほくした農林芋のおい しかったこと。そして、弟、妹たちの嬉 しそ うな顔が忘れら
かみ

れない。芋の温かさには、あのお上 さんの真心がしみているように思えた。買出し人が殺到す

る農村にあって、強欲さをいささかも感 じさせない、優 しいお母さんのようなお百姓さんであ

った」(『忘れえぬ出会い』51頁)と 。これは買出しに行かれた方しか分からないことだ と思い

ます。当時の農村のお百姓さんたちには、都会の人たちに 「目に物見せてやる」とい う発想が

若干ありました。「今まで俺たちは馬鹿にされ続けてきたけれ ども、食糧がなかったらへこへこ

頭下げてくるじゃないか」とい うような、非常に人間の醜い側面が出ていたそ うです。 この買

出しで嫌な思いをした人がたくさんいるんですね。その中で、池田先生と出会いのあった方は、
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2度 目に行った時も温かくして下さった。その恩が心に残るんですね。

こういうことから、池 田先生は非常に感受性の豊かな、本当に人の気持ちをダイ レク トに受

け止められる心を持った青年だったんだなとい うことが分かります。

この年、友人の紹介で、神田三崎町にありました、東洋商業、現在の東洋高校 というんです

が、この夜学2年 に中途編入します。「多忙な中、疲労が重なる日々ではありましたが、その東

洋商業に通っていた時に、良き友、良き教師に出会 う貴重な機会であった」 と。特に、珠算 と

英語の教師にいろんな影響を受けるんですね。「その時代を展望 して、全力で教育に打ち込む姿

に深い感銘を覚えた」と。これ も 『忘れえぬ出会い』に書いてあります。「多 くの青年 と語 り合

うたびに、このお二人の先生方のことが蘇ってくる。あの貧 しき学生たちを思って くれた冷厳

な叫びの先生 と、情熱たぎる先生。このお二人を忘れることはできない」と書いています(『忘

れえぬ出会い』212頁)。池田先生は入学式の話の中でほんの少々ふれ られておられますが、「珠

算が苦手だった。面倒くさい。いくらやっても合わないんだ」 と(笑)。

昭和21年 、18歳 の時、1.月10日 、3番 目のお兄さんの開造 さんが復員をしてまい ります。そ

れから、新潟鉄工所時代の友人の紹介で、西新橋にある昭文堂という印刷会社に入社 します。

この時の所長 さんが黒部武男 さんです。「この方に随分お世話になった」ことを、後年書かれて

お ります。「朝6時30分 に自宅を出て、夕方5時 に退社。その後で、東洋商業に通 う」とい う生

活でした。 「会社では営業の担当。自転車で都内を回ります」。やがて、いろんな文章を作った

り、校正作業を手伝 うようになった。 この時の経験が、後々、戸 田先生が作 られた 日本正学館

の会社に入って、雑誌の編集の仕事に携わるわけですが、その時に大いに活かされたと言われ

ています。

私は創価中学校1期 生なんですが、中学2年 生の時、池 田先生のご提案で、「創価高校、創

価中学校の 『校史』を作ろう」とい うことで、『建設の一年』とい う本をまとめることになりま

した。私は編集の一員 にさせていただいたんですね。池田先生は月1回 、私たちを呼んで下さ

いまして、食事を一緒にして下さったんですね。食事 といってもラーメンと、デザー トにタイ

ヤキです(笑)。 「このタイヤキは、尻尾まであんこが入っているんだよ」と(笑)。 秋口になっ

て、本の制作も終盤近くになりました。ゲラが刷 り上がり校正作業をしている時に、池田先生

がその作業部屋に入って来られたんですね。私たち中学2年 生に言われたことは、「ここでやっ

ている校正作業は、必ず将来に役に立っよ。絶対、君たちの力になるから」 と。私 自身、この

言葉は記憶に残ってお ります。今、私は研究者の立場になりまして、自分で書いた論文が本に

なり、校正をしないといけない時に、中学2年 生の時に覚えた記号が全て頭に入っているんで

すね。「池田先生の言われたとおりだな」とい うことを実感 してお ります。また、池田先生の書

物を調べていくと同じようなことが書かれてありまして、「池田先生は経験されたことを話 され

ていたんだな」と感動しました。

その頃、池田先生は結核なんですね。まだ完治していないんですよ。夕方になると、必ず熱

が出た。随分、長 く続 くんですね。 この時の黒部社長のことを 『忘れえぬ出会い』で書かれて

います。「印刷所の独特の匂いの中に帰り、機械の単調な音の繰 り返 しを耳にすると、なぜか心

が和んだ。休んだほうが良いのでは。黒部さんは寡黙な人であったが、従業員の動向には本当

に気を配られた。時に、さっま芋などを差 し入れて下さったことは、今でも忘れ られ ない」(『忘

れえぬ出会い』155頁)と 。やは り、黒部さんにお世話になったことは一生涯忘れていないんで

すね。これが、池田先生たる所以だなとしみじみ感じます。

昭和21年8月17日 、4番 目のお兄さんが復員します。また、9月 に2番 目のお兄 さんが復員
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します。ですから、長男を除いて、池田先生のお兄さんたちが昭和21年 に全員復員 された。18

歳の時です。

昭和22年 、19歳になって、近所の20歳 から30歳 ぐらいまでの学生、あるいは、技術者、工員、

公務員など、20人 ほどで 「協友会」とい う読書サークル を作った。そのサークルは、文化や芸

術、政治、経済、哲学などといった、広範な知識の吸収に取 り組むもので、そこに参加 をし、

毎夜のように集っては議論を交わしていた。当時、まじめな方は、このような経験をされてい

たようです。要するに、今まで自分たちが 「真実だ」と思っていた規範が全て崩れ去ったので、

当然、若者は 「一体、何 を信 じたらいいのか」「何をすればいいのだろうか」ということを考え

るわけです。いろんな書物に載ってお ります。っまり、敗戦による既成の価値観が崩壊 した。

特に問題なのは、「愛国者とは何なのか」とい うことです。戦争の時に 「愛国」と叫び、死んで

いったわけです。しかし、「本当に国を愛するとはどういうことなのか」とい うことが議論にな

った。それか ら、「善悪の基準」です。 「真実の正 しい人生」にっいてです。池田先生は 「こう

い うことに疑問を持っようになった」と書かれています。

みんなでそ うい う疑問を抱いて議論するわけですが、結局、結論が出ないんです。そ うした

なか、やはり健康に優れないので、勤めていた昭文堂印刷を退社します。!9歳 の時は、 しばら

く自宅で静養 を続けるとい う日々なんですね。この年の5月30目 、長男 ・喜一さんの戦死の公

報が届きます。昭和21年 の1H11目 、享年29歳 。ビルマ、現在のミャンマーですが、そこで戦

死したとい う公報が池田家に届 くわけです。終戦以来、長男の復員 を待ち佗びていた母 ・一の

悲しみはとりわけ深く、父 ・子之吉もこれ以降、喘息や心臓が悪 くなり、寝込むことが多くな

った。 この時のお母さんの姿を、池 田先生はずっと語 られますね。本当に戦争は駄 目だ。1人

の女性をここまで苦しめるとい うのは絶対にあってはならない。このお母さんの姿は、ちょう

ど昭和22年 の話です。

(2)創 価学会への入会と活動

この年は、よくご存知のように、池田先生の人生にとって最も大きな転換期でもあるわけで

す。長男の戦死の公報が届き、お母 さんの悲 しむ姿を見、かたや既成の概念ではなく、新 しい

何かはないのかということを考えていた時に出会いがあるわけですね。8月14日 です。小学校

の同級生に誘われて、創価学会の座談会に協友会2人 の友人を伴って出席をした。蒲田の三宅

さんとい うお宅で開かれた座談会なんですが、そこで、戸田先生 と出会います。「立正安国論」

の講義が終了 し、戸田先生に紹介される。その際に、思索 し続けてきた 「正しい人生とは どう

い う人生か」 「本当の愛国者 とはどういう人をいうのか」 「天皇をどう考えるか」との3点 の質

問を戸田先生にぶっけます。その3点 の質問に対する戸田先生の明快なる回答を得た。それで、

戸田先生のさりげない話し方、感銘直戴な、確固とした真理がある、その戸 田先生の屈託のな

い人柄に感銘を受けて、先生についていくことを決めたわけですね。これは、『人間革命』にも

書かれている、有名なシーンなんですが、実際にどうい う会話がなされたのかという科学的裏

付けは取れていません。小説 『人間革命』には次のように書かれています。戸田先生が 「『青年

らしく勉強し、実践 してごらん』とおっしゃったことを信 じて、『先生にっいて勉強 させていた

だきます』とお礼を述べ、更に即興詩を披露して感謝の意を表した」というス トー リーです(『人

間革命 第2巻 』24頁)。 それから、『私の履歴書』にはこのように書かれています。「正直言っ

て、その時の私自身、宗教、仏法のことが理解できて納得 したのではなかった。戸田先生の話

を聞き、姿を見て、『この人だ』 と信仰の歩みを決意した」(『私の履歴書』78頁)と 。
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そして、8月24日 、小平芳平教学部長 らに付き添われて、東京中野にあります、日蓮正宗歓

喜寮、昭倫寺ですね。ここにおいて、住職の堀米泰栄尊師、この方は後の第65世 の日淳狙下に

なりますが、この方に御受戒を受け、創価学会に入会 します。9月 に蒲田工業会に入社をし、

仕事を続けます。

この出会いについて興味がありまして、いろいろなものを探 してみました。 とりあえず、池

田先生のことを知るための基本的な文献は『聖教新聞』ですね。『聖教新聞』を見ていましたら、

いろんなことが出てきたんです。

昭和32年10月18日 の 『聖教新聞』(第301号)に は 「私の初信当時」という、入信 した時の思

い出を幹部が語るとい うコーナーがあるんです。そこで、池田先生が語っているんですよ。昭

和32年10Aで すから、ちょうど信仰を初めて10年 目なんです。その10年 間を振 り返って、池 田

先生が率直に語っているんです。これは新潟県長岡市で行われた指導会で、その席上、池 田参

謀室長が参加者の質問に答える話の中でのことです。『聖教新聞』には 「自身の入信当初を振 り

返る、その動機を語っているので、ここで紹介する」 と載っているんです。

どうい う理由で信仰 したのかとい うと、理由は3っ あるんです。 「第1に 、これから長い人

生を生きていく上において、明 日の命も分か らない、一寸先は闇ではないか。君には10年 、20

年先の生活に確信はあるのか、と言われた。僕はあると威張ったよ。(笑)そ れから、青年時代

はまだいいけれど、"光陰矢のごとし"と 言 うように、ア ッという間に白髪の老人になってしま

うではないか。その時に自分は何のために人生を歩んできたか、何を目的 として生きてきたか、

と考 えた時に、"我れ人生をあやまてり"と 悲しんでも始ま らないとい うことを、君は考えない

か」と問いかけられたと。「次に、今は健康であるが、どういう宿命が自分の生命にせん在 して

いて、いっ自動車にはねとばされたり、人に殺 されたり、重病にかかったりするか分か らない

だろう。そ うい う宿命 をどう打開するか、この信心以外に打開の道はありませんよ、と言われ

たんです」と語っているんですね。「もう1っ は、死ぬ とい う問題をどう解決するか、と言われ

たことです」と。そこで、池田先生は 「フランスの有名な文豪ユゴーが云った言葉に、『人は生

まれなが らにして死刑囚の執行猶予をされたのと同じようなものだ』という言葉があります。

死ぬということは、絶対なものです。この問題は、大臣になろうが、学者になろうが、絶対 に

解決できない問題です」と。そして、「その生きてい くとい う生活の根本問題、それからす ぐに

老人になって死んでいかなければならない人生の目的の問題、自分の宿業、宿命、死ぬとい う

問題にっいて、全部解決できるのがこの信仰なんだよ、と言われたのです。私はなるほどなあ

と思ったんです」と池田先生は言われてお ります。「青年はより高いものを求めていき給え、勉

強し給えと言われて、いやだったが信心する気になったんです」と(笑)。 それで、「一応、信

仰したけれ ども、随分悩みました。『えらいことやっちゃったな、一生、南無妙法蓮華経と唱え

るのか、みんな気狂いだと思 うだろ うなあ,..』などと、ずい分苦しみました」と池田先生ご自

身は語っているんですね(笑)。 ただし、先生の胸を打ったことが1つ あるんです。それは創価

学会、特に初代牧 口会長先生、現会長先生はじめ、20何名かの人々が軍部に真っ向から反対 し

た。そのことにっいては非常に感銘を受けた、と言われています。それで、「何か真実の宗教が

あるのだろう」と思った。もう1つ は、「会長先生の姿を見て、この宗教には迫害があるかもし

れない。もし、難があって退転するようなことなら、始めか ら信心をやめよう。信仰 しきって

行けるなら一生涯信心 していこうと、1年 間、もんもんと悩んだ」 と。これがちょうど、昭和

22年。19歳 の時の印象を10年後に語っているんです。

もう1つ 興味深いものがあるんですよ。昭和34年2H6日(『 聖教新聞』第369号)、 「池 田参
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謀室長の指導から」です。質問に対する答えなんですね。ここに、池田先生の入信の頃の気持

ちが出てくるんです。「折伏 と一 口にいってもなかなか大変なのですが、参謀室長が折伏をはじ

められた ときは、どのようでしたか?」 との質問が出ました。その質問に対 して、「私が信心を

したのは満18歳 のときで、小学校 の同僚で女の人から折伏されたんです」と。前記の 「入信当

初 を振 り返る」では、小平教学部長から折伏 されたとい う発言があった りと、いろんな人から

折伏 されているわけです。つま り、1人 の人から折伏 されて入信 したわけではないとい う裏付

けなんですよ。 こうい うのを追いかけたいんです(笑)。 続けて、「それが運命を変えちゃって

いました。いま思えば本当に幸せだと思いますね。"や ります"と 返事をしたものの、一生涯若

いのに題 目はあげるなんて、いやだなあ一、と3日 間ねられなかったよ」と(笑) 。正直に語 ら

れている、これが池田先生なんですよ。誰に対 しても、真正直に話 されるんですね。最近、大

学へのお客様 との会見の席に何回か参加 させていただきましたが、本当に同じですね。誰の前

でも同じです。「やるならやる。やめるならいまの うちと腹をきめて、先輩のいわれる通 りにや

りま した。『折伏をしろ』というから、私は自分の友だちを10人 ぐらいよんだのです。信心して

か ら間もなくのことですよ。一生懸命いいま した。御本尊様の話を。一度なんかは、会長先生

がわざわざ私のおよび した会合に出てくださったこともあ りま した。 しかしだれも信心しない

のですよ。一生懸命やってもね。みな友達がはなれちゃ うんだよ。私ひとりぼっちになっちゃ

って、これはえらいことをはじめてしまった と思っちゃった。だか ら、勤めに行 くのでも、折

伏 をしてくれた家の前を通るのがいやだから、ずっと遠まわ りして、帰 りも遠まわりしていた

んだ。別にだれも見ていないのだが,,,は じめはそんなものだ」とい う回答をされているんで

す(爆 笑)。そして、結論では 「はじめの3年 間 とい うものは、いわれた通 り、気違いみたいに

なって、一生懸命折伏をやりました」。いろんな失敗をしたが、「御本尊様の話をしていくのが

折伏だから、ちゃんと功徳が自分のところにもどってくるんですよ。 ご飯を食べると同じよう

に、当然、もう話をするのだとい う気持ちが大事だ思 うのです」 と言われています。

も う1っ ですが、「参謀室長が1日 に沢山の題 目を唱えて、闘争 されたときのようすをお聞

かせ下さい」とい う質問がありま した。それに対して、「私が信仰 したのは22年8月24目 で、ち

ょうど3年 目の25年8月23日 に、自分にとって最大の三障四魔があったんです」と述べられて

います。その三障四魔を調べてみると、このちょうど8月 の段階で戸田先生の事業が失敗する

んです。誰も彼 もが離れていって、池田先生だけが残 っていくとい う状況の時の話なんですね。

これは大きなポイン トの1っ になっていくと思います。「その時、私 も体が弱くて、随分やせて

いました。血タンはでてくるし、寝られないし、その うえ家では信心に反対だ、親せきには行

けないし_一 体どうしようかと思った。その時、私はどうか御本尊様、この仕事の苦 しみか

らのがして下さいと、はじまったのです。それまでの3年 間の信心なんて、なってない状態な

んです よ」と言われています。

ですから、何が言いたいのかというと、初めから 「いいんだ」 と思って入信 したわけではな

い。 しかし、一番の拠 り所 としていたのは戸 田先生の存在だったということです。このあた り

が非常に重要になってくるのではないかなと思います。この段階から、青年池田大作が ぐっと

大転換をしてい くわけです。

昭和23年 、20歳 です。3Hに 東洋商業を卒業致 しまして、蒲田工業会 とい うところに勤務致

しました。その傍 ら、やはり向学の熱が冷めや らず、大世学院、現在の富士短期大学の政経科

の夜間部 に入学 します。そして、20歳 の時、初めて大石寺の夏期講習会に参加 しました。!88

名参加です。9月13日 、戸田城聖理事長による、第7期 法華経講義の受講者 となる。そ うい う
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形で、池田先生の信仰活動が始まっていきます。

その出会いの中で、戸田先生はどうい うふ うに池田青年を扱っていったのか とい うと、20歳

の時に蒲田工業会に勤務 していますが、昭和23年 の大晦 日でもって円満退社 します。その理由

は、戸田先生が経営 していた出版社、日本正学館に入社するためです。つまり、戸田先生が引

っ張ったんですね。

昭和24年 、21歳 です。1月3目 に日本正学館に入社 しまして、少年雑誌 『冒険少年』の編集

に携わってきました。ちょうど、昭和24年10月 号から 『少年 日本』に変わります。その年の5

月、『冒険少年』の編集長にな ります。

ここで、皆さんにご紹介 したいのは、昭和24年 ですが 『大白蓮華』の8月 号に、池田伸一郎

とい うペンネームで 「詩 ・若人に期す」を先生は書かれているんですね。今では 『大白蓮華』

に詩が載ることはほとん どないで しょう。その詩を今から読んでみますね。今、池田先生が作

られている詩 とどう違 うのか、あるいは、同じなのか。

「若人に期す」

池田伸一郎
っ ひか り

お」暁の天を衝いで 無数の光彩をはなち 皓々と太陽が昇る

その刹那の感激 驚嘆の生命のおの』き 若人の心は斯の如し

若人よ 溢る}血 潮の情熱と 尊く若き時代の人生を

いかに意義ある目的に 捧げしや

あ》暁の鐘は鳴 り響く

若人よ 二十世紀の原子力時代を 心の哲学で救えると思うのか一否!

陰謀と暴力の物の哲学で 人類が幸福になると信ずるのか 否!否!

そは人類を宇宙を救 うは何か

血涙の限り絶叫せん 若人に!

生命の本質を説き 宇宙の本源をあかした 日蓮大聖人の大哲学に従わん

智ある者は知れ 人類を慈愛する者は動け 悠久の平和 広宣流布

がんもく

若人よ 眼 目を開け 若人のみが大哲学を受持して 進む力があるのだ

『大白蓮華』第2号 昭和24年8月10日 発行11ペ ージ

どうですか。一貫しているでしょ。 この詩は21歳 の時です よ。これは貴重な資料だなと思っ

ているんです。創価大学の学生、青年に訴えかけているのと同じですね。

この後、ただひたすらに戸田先生から講義を受け、勉強に勉強を重ね、それから戸田先生の

事業の手伝いと、これの繰 り返しです。先程言いました、池田先生が書かれている 「最大の三

障四魔」が襲ってきたのは、昭和25年8H23日 と言われています。その日の前後を見ます と、

この年に戸田先生は何をされたのか。戸田先生は前年に 「東京建設信用組合」というのを作る

んです。ところが、この経営が苦境に陥るんですね。特にこの年昭和25年5H頃 から非常に金

回りが悪くなって、外交戦に悪戦苦闘の日々が続くんですね。池田先生は昼間、その仕事をし、

一126一



創価教育研究第4号

夜は座談会に行 くとい う生活が続いてい くわけなんです。7Hに は青年部会も開催されていま

す。そして、8月22目 、「東京建設信用組合」の業務停止が決定されます。戸田先生の事業が破

綻するんですね。この後、池田先生が何をしたのかというと、その組合の残務整理です。時々、

池田先生が 「大変だったんだよ」 と言われるは、この時の思い出が染み付いているわけです。

この頃、事業面で苦境に立った戸田先生を守 り支えていく。昭和25年 のことです。そして、そ

の2人 が創価大学のことにっいて語るのが、奇しくもこの年の11月 なんです。一番苦しい時の

2人 が、将来の創価大学の建設を語 り合 うんですね。有名な話ですが、この年の9月21日 、池

田先生は戸田先生に 「古の 奇しき縁に仕えしも 人は変われど 我は変われじ」とい う和歌

を贈りました。戸田先生からは 「幾度か 戦の庭に 起てる身の 捨てず 持っは 君の太刀

そよ」「色は槌せ 力は抜けし 吾が王者 死す とも 残すは 君が冠」と。この和歌を贈 られ

た時は、事業が失敗 して周 りの人がいなくなる時期なんですね。戸田先生の経営についてもし

っかりと調べていくことは無論のことですが、今後の課題です。

その年の11月12日 、牧 口初代会長の7回 忌法要に参加 します。引き続いて、その会場で開催

された第5回 総会に参加 しました。その時の 『若き日の目記』には、「戸田先生、見ておって下

さい。此の私を。必ず、先生の意志は、実現 してゆきます と、先生の講演中、決意は帳る」と

書かれているんですね。昭和25年 頃に池田先生の精神構造が大きく変わり、戸田先生 と一致団

結 して戦いが進んでいく、とい う形になります。

ここで話題を変えますが、実は、この段階で 『聖教新聞』が出てきます。戸田先生のペンネ

ーム 「妙悟空」で第1回 の 『人間革命』が昭和26年4A20目
、『聖教新聞』紙上で始まりました。

この 『人間革命』ですが、実は、池田先生が1度 、『随筆 人間革命』で書かれているんです。
「人問革命」とい う言葉は、戸田先生が初めて使ったわけではなく、池 田先生が初めて使った

言葉でもないんです。そこで誰が使 ったのか とい うと、南原繁 とい う人です。南原繁は、戦後

すぐの東大総長です。東大総長が 「人間革命」と言ったんですね。どこで言ったのかとい うと、

昭和22年9月30日 の東大卒業式で総長祝辞で、卒業生に人間革命を説いているんです。「人間革

命 と第2次 産業革命」とい う祝辞です。「卒業生諸君、諸君が栄えある今 日の卒業に至 る在学3

年の日は、実に、我が国未曾有の歴史的激変の時期であった」 とい う文言か ら始まります。私

たちの言っていることとよく似ているんですが、「我々は、この第2次 産業革命においてこそ、

第1次 革命以来の失敗を繰 り返すことなく、人間の主体性を取 り戻さねばならぬ。さもなくば、

人類の更に大量の物体化、ついに、破滅す らをも考え得 られるのは、一人戦争においてのみの

ことではない。今、人類はこの革命を前に自滅か復興か、二者いずれを選ぶのかの岐路に立っ

ている。この革命は人間の名において、人格の名において行われねばならぬ。人問、人格の価

値を回復して、これを国家や権力 と同じく、偶像化 した技術や生産の上に優位せ しめねばなら

ぬ。それは如何にして適 うであるのか。それにはか くゆ う人間そのものの革命、人間革命を成

し遂げねばな らぬ」 と。おそ らく、これは戸田先生も読まれているだろ うし、池田先生もよく

吟味されたと思います。南原繁はクリスチャンですが非常に立派な方で、目本国憲法作成にも

携わっていますし、もう少 し突き詰めて言 うと、天皇の戦争責任について、「天皇はその責任を

取って退位すべきである」 と戦後す ぐに言った人でもあります。池 田先生もご存知で、「『人間

革命』というのは、南原総長が言った言葉なんだ」と言っております。私はたぶん、池田先生

は、こうしたことを思索のきっかけにしながら、仏法を通 じて 「どうすれば人間は幸せになる

のか」を考えていったと思います。南原繁も同じだと思います。共通部分はあるんですね。南

原繁著 『人間革命』(東大新聞社出版部)の 本はなかなか無 くて、ようや く見つけ出したんです。
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この本は昭和23年3月25目 発 行 され ま した。

(3)会 長時代

池田青年室長から始まって、戸田先生の会長推戴と池田先生の年譜 を追いかけていくと、毎

日のように活動して、人を激励する。それの繰 り返しですね。これは会長になってからも同じ

です。連 目のごとく人に会い、連 目のごとく激励する。日本全国中を走り回っています。

1958(昭 和33)年 に戸田先生が亡くなられ、1960(昭 和35)年 に第三代の会長推戴がありま

す。そして、会長 としての活動が更に激 しくなっていきます。その中で、ちょっとしたエポッ

クとい うのは、1960年!0月 、会長就任から5年 目ですけれども、アメリカの海外指導に行かれ

るんですね。それ以降を調べてみます と、随分、多くの海外訪問をされております。50数 力国

を周られて激励 されております。

(4)名 誉会長として

1977(昭 和52)年 に会長 を勇退 されて名誉会長 としての活動が始まります。活動されている

内容は、一貫して同じです。 しかし、ここからの研究には全然手がっいていません。あま りに

も活動が広範 に渡 り、追いっきません。今後、検討 していかない といけないんですが、「どこに

何回行った」とい うようなことも調べてもおもしろいかなと思っています。 しかし、なかなか

上手くいかず、量が多すぎて時間が足 りません。ただ、言 えることは、日本全国津々浦々を回

られているということです。会員の激励のために、とにかく走り回っていると実感 します。

(5)創 立者として

表2を 見て下さい。今年、「名誉学術称号」が160に なりまして、今 日の新聞によりますと 「名

誉市民号」が370に な りました。これを追いかけるのも大変なんですよ。とりあえず創価大学な

ので、創立者の 「名誉学術称号」を掲げてみました。興味があったのは年度別です。 どのよう

な変化をしているのかということです。

1975年 、第1号 の名誉博士号はモスクワ大学からです。 ご覧いただくと、21世 紀に入 ってか

らの名誉学術称号の授与の数が大幅に増 えてきているとい うことです。これは21世 紀になって

池田先生の活動が活発になつたとい うことではあ りません。むしろ、その前の80年代から90年

代にかけての、池田先生のさまざまな活動が評価されてきたといっていい と思います。

名誉学位 とい うのは、非常に大変なんです よ。池 田先生は簡単に語ってお られますが、これ

は推薦されて、大学には教授会 とい うのがあるんですが、教授会で審議 して、審議の結果 を大

学を運営している理事会に申請 して、理事会の申請が通 らないと名誉称号は出ないんです。か

なり年数 をかけて、池 田先生の業績や活動を調べた上で出しているんですね。

博士号 自体も非常に大変で。私は今年の3月 にやっと博士号 を取れました(拍 手)。 自慢で

言っているわけではなくて(笑)。 自分の研究で博士号を取るのに20年近くかかるんです。池田

先生は 「博士号160個 だよ。褒めてよ」と冗談で仰ることがありますが、こんなことを言っては

何ですが、本当に心底から讃えないといけないんですね(笑)。 名誉博士号が160と いうのは、

大学にいる者から見 ると大変なことなんですね。

これまでの活動、色々な著作、各大学での講演、SG工提言を20数年問書かれていること等、

世界は見ていますよね。その意味で、実践と行動、思想が高く評価 されているのは事実だと思

います。
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ただ、今度は私たちがこれをどのように丹念に追いかけていくのかが課題なんです。これは

大変ですね。私が創価大学にいる問にできるかどうか。 とにかく、若い方々にバ トンタッチを

しなが らや り続けるしかないと思います。

5.池 田研究の現状

(1)中 国における池田研究

センター紀要の 『創価教育研究 第3号 』に高橋強副センター長が 「中国における 『池田思

想』研究の現状」という論文を書いてお ります。今 日はその中のことを簡単にまとめて、また、

新しい情報も若干付け加えてお話 したいと思います。

まず、中国での池田研究で先鞭をつけたのが、北京大学にある 「池田大作研究会」です。北

京大学は中国随一の名門大学です。目本でいえば東大です。2001年12月 、「池田大作研究会」が

誕生しました。創立者の宗教観、哲学観、教育思想など、独自の人間学論を研究しています。
か

研究会の会長は女性で質先生です。日本の慶応大学を出られて研究を続けていました。質先生

から 『創価教育研究 第3号 』に寄稿論文として、「池田大作先生と教育」を頂戴致 しました。

今後、こうい う研究が中国での様々な研究会で出てくると思います。

それから、湖南師範大学にある 「池田大作研究所」です。大学に 「師範」と付くことか らお

わか りになるで しょうが、この大学は教育者を養成する名門大学です。2002年1月 に研究所が

できました。湖南師範大学のt;'@[Jう湘 う薄 学長が所長です。昨年ですが、『論文集 池田大作思想

史研究』を出しました。中国は非常に進んでいるとい うことですね。
あんき

それから、安徽大学では 「池田大作研究会」が2003年4.月 に発足しています。池田先生の人

道主義、宗教理念、人間学、歴史観などを研究する機関として、安徽大学の哲学学部 に設置さ

れました。全学的なプロジェク トとして現在、さまざまな研究が推進 されています。

それか ら、一番新 しいものですが、広東省にある大学で、董 う鹸 学院に 「池田研究所」がで

きました。活動を開始しています。

今、言った4っ の大学が大陸の大学なんですね。台湾の方では、中国文化大学に2003年9H
りんさいばい

に 「池田大作研究センター」ができました。林彩梅前学長がセンター長であります。

中国では台湾も含めまして、かなり様々な研究が進んでいる状況です。

(2)諸 外国における池田研究

1っ 目に、アルゼンチンにあるローマス ・デ ・サモーラ大学で 「池田哲学普及常設委員会」

が2003年2月 にできました。この大学にある東洋哲学研究所の中に設置されました。所長は ト

マ副総長で、この方が委員長を勤めておられます。講演会やセミナーをアルゼンチンで、継続

的に開いているそ うです。

2つ 目に、イン ドにある国際詩人アカデミーで 「池田大作博士国際詩歌センター」があ り、

2000年9月 にできました。

3っ 目に、ガンジー非暴力開発センター。2002年1月2日 に 「池田価値創造センター」が設

置されました。「人間の生命の価値、理想の価値、希望の価値の宣揚に勤める人々の連帯を築き

たい」と。これがガンジー非暴力開発センターの 「池田価値創造センター」の目的になってい

ます。

このように、池田先生のこれまでの業績がさまざまな人々の中で、段々と具体的に花開いて

いるなと思います。ただ、問題は、池 田先生の平和思想や考え方、教育思想 というものが、一
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体、池 田先生の中でどのように芽生え、それがどうい う形で具体化 していったのかを知 ってい

きたい。それ を知ることのできる資料を得たい、集めたいとい うのが、私たちの願いなんです

ね。

(3)創 価大学における池田研究

創価教育研究センターは冒頭で紹介 しましたように、2000年11月16日 に開設 されました。具

体的には、『創価教育研究』とい う紀要 を発行 しています。

『創価教育研究』の創刊号では、論文を3本 収めています。それから、創価教育研究センタ

ーが毎年、大学で開催 している講演会 をまとめ収録しています。講演会に参加 したいと思って

いても、遠方の方は参加できませんし、その講演会で話された中身が資料として重要だったり

するんです。なぜかとい うと、ご自分が体験されたことを話される講師が多く、その講演を記

録 として残すことを1っ の方針 としました。

翌年の 『創価教育研究 第2号 』に収録した講演では、聖教新聞社Q松 島淑 さんの 「グレイ

トダイヤローグの源流 トインビー対談」があります。これは トインビー対談の30周 年記念

として開催 されたものでした。その講演では、池田先生が トインビーと対談された意義などが

紹介 されました。また、水戸昭さんの 「歴史的対談を写す」は、当時の トインビー対談を聖教

新聞社の写真記者 として見つめた経験が話 されています。また、篠原誠顧問(故 人)は 「戸田

城聖と学生一 東大法華経研究会50周 年記念」と題 して話 されました。特別な講演 といえるも

のは、角山栄先生の 「私の見た草創の創価大学」です。この先生は、和歌山大学の名誉教授で

ございまして経済史が専門です。創価大学ができたときに教員の数が足 りなくて、そこで応援

をお願いした先生なんです。 日本で トップクラスの経済史の先生です。角山先生が創価大学で

講義をされた時の印象を語ってくれました。「創価大学での講義は非常に気分がいい。みんな熱

心に聴いている。そんな大学は創価大学が初めてだ」と。

それで、『創価教育研究 第3号 』になりま して、私が巻頭言で 「池田研究への新たな地平」

を書かせていただきま した。先程 もお話 しましたが、いよいよ池田研究を開始することになり

ました。これまでの当センターの活動の変化が、この 『創価教育研究』の目次から読み取れる

と思います。

夏休みが終わって、創価大学は9月16日 から後期が始ま ります。9月 に講演会を2回 ほ ど予

定 してお ります。1つ は、今年、池田先生 とゴルバチ ョフとの対談が30周年です。その対談つ

いての講演会があります。もう1つ は、松下幸之助 との対談も30周年なんです。この講演では、

「松下側か ら見た創立者池田大作が どのようにうつっているのか」についてお話しいただこう

と思ってお ります。先程、紹介した創立者著作の 「翻訳書籍1300冊 」展も継続してお ります。

まだ手に入っていない書物がありますので、日々、この冊数は増えていくと思います。

6.今 後の課題

さて、最後になりましたが、今後の課題にっいて少 しお話 したい と思います。よく言われる

ことですが、「歴史研究における評価は60年 単位である」 と。っまり、ある1つ の出来事が60

年経たないと、その歴史的評価は固まらないとい う意味なんですね。簡単に言います と、例え

ば、明治維新があ りました。これは1868年 です。 この年に、日本における政権交代 とい う以上

の大きな変化がありました。明治維新が歴史の対象 として、卒業論文のテーマ として、東京大

学文学部国史学科で取 り上げられるようになるのは、60年 後の1928年 、つま り、昭和に入 って
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からなんです。そ うならない と、1っ の出来事に正 しい評価を下せないとい うのが、一応、歴

史研究の基本的なスタンスなんです。そ うなると、私たちはいったい何が出来るのか。私たち

が池田先生の様々な実践、思想、哲学に対 して、正 しい評価を下せるのだろうか、とい う自問

自答をせざるを得ない。

そこで考えっ くことは一体何か とい うと、もし評価は60年 後にあるとす るならば、その時に

きちっと正確な評価ができるように、私たちはその評価の材料を調えてお くことが大事ではな

いのか。例えば、今 日、紹介 した 『聖教新聞』に書かれている、池田先生ご自身の人生を振 り

返った話をやはり丹念に集め、それを残 していくことは大事ではないかと思います。

したがって、「本格的研究に必要な資料の収集 と事実確認」をしておかないといけない と思

っています。その資料 とは、池田先生ご自身が書かれたもの。1つ は著作物です。すごい量の

本が出ています。まだ全部集めきれていません。それから、海外著作ですね。また、一般の新

聞、雑誌への寄稿文ですね。それ らを集めると、すごい量になります。もっと辛いのは、『聖教

新聞』、『大白蓮華』な ど、いわゆる創価学会の諸機関から発行されたものに書かれているもの。

その分量は想像できないで しょう。しか し、これ らが池田先生を研究する上での基本的な資料

なんですね。これ以外にまだあ りますよ。例えば、8ミ リの記録映画やレコー ド、テープ、写

真など。本当に気の遠 くなるような作業です。 とにかく、それを少 しずっやっております。50

年後、100年後のルーツを作っておこうと思います。っま り、池田先生の研究は、創価大学でそ

れなりにまとめておく必要がある。そのために、今後、この仕事を引き継いでいってくれる若

い研究者を育てていかなければならない とも思ってお ります。今後は、実際に池田先生 とお会

い したことのない方々が多 くなっていくわけであり、彼らが池田先生のことを理解す るにはか

なり深い ところまで知 らない といけない。その材料をどこまで集められるのだろうか。そ して、

それを集めた上で、 どこまで次代の研究者たちに伝えていけるのか、 とい うことが私たちの使

命だ と思っています。

現実に、今、池田先生は創価大学のキャンパスを回られています。学生たちは池田先生 と出

会ってお ります。それをどのようにして後世に残していくのか。それが創価教育研究センター

のもう1っ の大きな使命ではないかなと思っています。

池田研究が今後、 どうなっていくにせよ、人類共有の財産になっていくはずです。それ と同

時に、創価大学が今後 どうなっていくのか。また、 どうなっていかなければならないのか。そ

れが どのように評価されていくのか。一重に資料にかかっていると思いますので、私たちは今

後も努力していきたいと思っています。本 日は、大変にあ りがとうございました(大 拍手)。

*本 稿は2004年8月29日 に開催された、「第31回 夏季大学講座」での講義を加筆訂正 したもの

である。
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<表2>

創立者名誉学術称号授与資料

西暦1名 誉博士1名誉教授1そ の他1年 合計
1975 1

　

1

1976 0

1977 0

1978 0

1979 0

1980 0

1981 1 1 2

1982 0

1983 0

1984 2 2

1985 0

1986 0

1987 1 1

1988 0

1989 0

1990 2 1 3

1991 2 1 3

1992 2 1 1 4

1993 6 3 9

1994 3 3 6

1995 3 3

1996 5 2 7

1997 3 3 6

1998 9 3 12

1999 6 6 12

2000 17 9 1 27

2001 5 12 17

2002 9 13 1 23

2003 6 5 11

2004 5 6 11

合計185172131160
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